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自民党新政クラブ　　楠井　まこと

子ども達の未来の為に
教育者として矜恃を！

問）財政が厳しい折、市民サービス向上に広域
連携が注目されているが当市での取り組みは？
答）府中、国立市とは図書館の相互利用が行わ
れており、今後は小平市と図書館その他の施設
の相互利用を試験的に行う準備をしている。
問）広域連携を進める中で立川断層周辺の自治
体で共同の防災訓練を行う事も検討して欲しい。
答）消防団の訓練場所などが限られている当市
においては有効であると考える。検討したい。
問）西町で大変重大な強盗事件が発生したが、
そんな折、けやき台団地入口にある西町交番が
移転との話を耳にしたが？
答）建物の老朽化、パトカー駐車スペースが無
い事などから26年度に移転を予定している。
問）中央線高架化が完了し、線路跡に側道が完
成予定だが、市内の交通に与える影響予測は？
答）予測は行っていないが、道路の選択肢が増
え、交通の分散が見込まれるので西町、光町付
近の交通には影響があると考えている。
問）いじめ問題が大変注目されているが、指導
力不足教員問題について当市の状況は？
答）東京都教育委員会が定義している指導力不
足教員は国分寺市においては存在しない。
問）市民から学校の先生に関する相談を数多く
頂く。子ども達の未来を守るべく、労働者であ
る以前に教育者として、矜恃を示して頂きたい。
答）教育委員会として、いじめ等の問題を発生
させないよう指導力を高め、子ども達の為に一
生懸命頑張る教員のサポートをしっかりと行っ
ていきたいと考える。

国分寺・生活者ネットワーク　　高瀬　かおる

市民との協働で
地域福祉のまちづくり

1．地域福祉のまちづくりについて
（問）地域福祉計画策定の進捗状況は？
（答）地域のひろばをきっかけとした実体的な
地域づくりと並行して平成27年度を目途に計画
を策定していきたい。

（問）認知症支援を進めることが地域福祉のま
ちづくりにつながると考える。地域で共に行動
する人を増やしていくために、認知症サポー
ターを横につなげるシンポジウム開催を提案。

（答）どのような形がいいのか、社会福祉協議
会や地域包括支援センター等と相談していく。

（問）介護を社会全体で担うとする介護保険制
度だが介護する家族への直接支援の考え方がな
い。介護者の社会参加が保障され社会から隔離
されない配慮が必要。次期高齢者保健福祉計画
策定時には、当事者の声を聴きながら介護者支
援を一本の大きな柱として計画に位置付けを！

（答）重要な問題として認識している。
2．子どもの居場所について

（問）学校にも家庭にも居場所のない厳しい状
況にある子どもたちが、ありのままの自分でい
られる小さな居場所を市民との協働で市内のあ
ちこちにつくっていくことを提案。

（答）現在開催しているワークショップに十分

な議論をしていただけるよう働きかける。
3．道路管理、公園整備について

（問）道路問題は福祉だ。道路や公園の状態は
そこを使う市民が一番把握している。危険箇所
等市民から情報収集する工夫を！公園の看板に
連絡先を記載し現場から連絡できる環境整備を。

公明党　　木島　たかし

ぶんバス事業の収支改善で
新ルート実現を

1．地域バス新ルート実現のための具体策
問）万葉けやき公園ルートは元町通りと旧植木
交換通りの両方を通ることが地元住民の願意。
狭い道路の対策として、小金井市が導入してい
る小型サイズでの運行も真剣に検討すべきだ。
答）収支に問題があると考えるが検討したい。
問）多摩地域のコミュニティバスで料金100円
は35％で他はそれ以上の料金。収支を改善し全
ルートの安定運営の観点から見直しが必要では。
答）地域公共交通会議で専門家からアドバイス
をいただきつつ検討したい。
2．支えあう地域社会の実現のために
問）介護支援ボランティア制度の実現に向け、
地域支援事業の内容を精査して財源の捻出を。
答）まず全体的なボランティアのあり方の整理
が必要だが早期に検討を図りたい。
3．学校の防災機能向上の重要性について
問）災害時には避難所にもなる学校は、被災後
早急に機能の再開を図ることが地域に活力を与
え早期の復興にもつながっていく。そのために
天井材・窓ガラス・照明器具等の非構造部材の
耐震化や安全対策を早急に講じるべき。
答）大規模改修時に同時に進むよう協議する。
4．道路のバリアフリーと安全対策を着実に
問）以前提案した歩車道の段差解消への取組は。
答）指摘を踏まえ境界段差を1センチとする構
造を市内5路線42箇所で試験的に採用している。
問）都道多喜窪通りの坂道区間の安全対策は。
答）減速マークの路面表示やすべり止め舗装を
実施。また都建設局長宛に要望書を提出した。

日本共産党国分寺市議団　　中山　ごう

福祉施策の拡充
行政が責任をもって実施を

《旧生きがい事業と地域生きがい交流事業》
問）旧生きがい事業の通所支援事業からうまれ
た自主グループは非常に苦労しながら運営して
いる。市は支援しないのか。
福祉保健部長）自主グループは施設の優先利用
等、急激な変化がないように最大の配慮をして
いる。
＊自主グループの方たちには急激な変化。市の
すすめ方のどこに福祉の心があるのかと指摘。
問）入浴事業は一日40〜60人が利用し年間延べ
利用者は4万人以上。地域のつながり、コミュ
ニティーの場だった。それをお金がかかるとい
う理由で廃止したのは間違い。
市長）高齢者が尊厳を持ち豊かな人生を生きる
には人と人とのつながりを強めることは必要。
その視点から今回事業について見直した。
＊どこに福祉の心があるのかわからない。新し
く始めるといって、今までの市民のつながりを

壊してはいけない。旧生きがい事業に戻すこと
を求める。

《子ども子育て新システムについて》
問）新システムによって民間保育園は事務量が
増え、市の基幹型保育所システムに協力できな
くなるのではないか。
子ども福祉部長）民間保育園の事務は非常に大
きな負担になる。情報を集め各保育園と相談し
ていきたい。
＊子ども子育て新システムに反対だが、施行さ
れれば市の全体計画にも影響がある。公立保育
園を堅持するように見直しを求める。

日本共産党国分寺市議団　　岡部　宏章

施設の有料化と
小学校給食民間委託について

〈市の施設の有料化を進めていいのか〉
岡部：施設の値上げ方針の意義と目的は何か。
政策部長：使用料を取らないのは、本来他の行
政サービスに使える市税等をその施設を利用す
る特定の市民のために使っていることになる。
岡部：自治基本条例で参加と協働を謳っている。
市民意見の募集で寄せられた意見の8、9割方
はこの方針に対する否定的な意見。それなのに
なぜ計画を実行に移そうとするのか。
政策部長：（公民館等は）趣味の領域で利用さ
れているのがその殆ど。受益者負担の原則に基
づいて使用料をいただく。
岡部：趣味の活動こそ大事。そういう活動を通
じて教養を高め、人が集い、地域の繋がりを強
めていくものであるはず。計画は撤回すべき。

〈直営の堅持でおいしい小学校給食を〉
岡部：民間委託されたら給食の作業工程、調理
の仕方にどのような変化があるとお考えか。
教育次長：栄養士と現場の業務責任者との間で
綿密な打合せを行い、業務責任者が自社の社員
である調理員に対して指示を行うという流れで
安全でおいしい給食が提供できる。
岡部：ずっと直営でやってきたものを今度は民
間委託するわけで、影響ないはずはない。また、
業者が職員の非常勤化を進めようとした場合等、
市として業者に必要な指示はできるのか。
教育次長：市と業者との契約であって、個々の
細かいところまで市が指示することはない。
岡部：これ自体が民間委託の問題点。これ迄通
りの直営による小学校給食の堅持を求める。

日本共産党国分寺市議団　幸野　おさむ

北口再開発の
事業見直しを決断すべき

幸野）◆国分寺駅北口再開発について◆市長は
「財政の許す範囲で進める」としてきたが、事
業費の具体的な上限数値を示すべきだ。
市長）再開発事業もその時の状況によって異
なってくる。財政の枠組みも年度ごとに変わっ
てくるわけで、明確な数字を求めるという姿勢
自体が私には理解できない。
幸野）上限を示さないから歯止めがなくなって
いる。財政も危機的になっている。今後につい
て事業の消費税増税による影響はどうか。
部長）税率8％で7.2億円の影響があり、民間
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